
交通安全県民運動に「ナナイロプリズム福岡Jの中

村知春選手が参加しました!

2020年12月24日

以前お知らせしたように、 12月23日に 『ナナイロプリズム福岡」の選手兼GMの中村知春選手が、 年末の交通安全を呼び

かける行事に、ゲストとして登場しました。

インタビューでは、ラグビーを始めたきっかけやラグビーの魅力、 『ナナイロプリズム福岡」発足に至った自身の熱い思

いなどを語ってくれました。

インタビューの中で、 中村選手が 「ラグビーは痛みを伴うスポーツ。だからこそ、人の痛みも分かるようになって、鮮を

深めてくれる。久留米の子どもたち、みんなラグビーしようよりと呼びかけたのが印象的でした。

インタビュー後は、実際にボールを使ってパスのデモストレーションをしてくれました。

観客の頭上を通す長いパスも見せてくれました !

来場した人、ひとりひとりと笑顔で写真録影にも応じてくれました。

現在は、東京オリンピックに向けた合宿で大忙しの中村選手。

活躍をこのサイ トでも伝えていきますね!

みんなで応綴しましょう!

福岡県警のシンボルマスコットふっ付い君と中村知春選手

ポールキャッ子のデモス トレーション

イン11ビューに答える中村選手

子供たちのサインに応じる中村選手

As we mentioned on this website， Chiharu Nakamura， who is both a player and GM of "Nanairo Prizm 

Fukuoka" joined the event， the campaign of traffic safety， as a guest on December 23rd. 

In the interview， she told why she stared playing rugby， the attractive part of rugby， and how the "Nanairo Prizm 

Fukuoka" was born with her passion. 

It was impressive that she said，" Rugby is sometime painful spo凡That'swhy players can understand 

people's pain and deepen their bond. The children in Kurume! Let's play rugby!" 

After the interview， she showed the demonstration such as ball catch. Especially， the long pass overthrough the 
audience was exciting! 

She also accepted photo shoot one by one with smile. 

At this time， she has been so busy with training camp for Tokyo Olympic Games. 

We want to tell her news on this web site more! 

Let's cheer for her! 


